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揚
　
、

嚢
　
肇

　
五
月
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
る

市
長
の
選
挙
と
、
欠
員
（
二
名
）
と
な

っ
て
い
る
市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

を
四
月
二
十
六
日
に
執
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
城
県
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
告
示
は
、
市
長
選
挙
、
市
議
補
欠

選
挙
は
、
四
月
十
六
日
、
立
候
補
届

出
し
め
き
り
は
、
四
月
十
七
日
と
な

り
、
県
議
補
欠
選
挙
は
、
四
月
十
四

日
告
示
、
届
出
し
め
き
り
が
四
月
十

五
日
と
な
り
ま
す
。

　
市
長
選
挙
、
市
議
補
欠
選
挙
、
県

議
補
欠
選
挙
と
三
つ
の
選
挙
を
、
同

・
纏戴

彰

驚

濠

。
時
に
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
有
権
者
と
し
て
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
選
挙
に
の
ぞ

む
心
が
ま
え
な
ど
に
つ
い
て
、
二
瓶

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
斎
藤
同

事
務
局
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◎
　
有
権
者
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か

　
九
月
十
日
現
在
、
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
二
八
、

　
二
五
一
人
（
男
一
三
、
三
三
一
人

　
女
一
四
、
九
二
〇
人
）
に
な
っ
て

　
お
り
ま
す
。

◎
　
投
票
の
で
き
る
人

　
　
　
　
　
で
き
な
い
人
は

　
　
市
役
所
（
出
張
所
）
の
住
民
基

　
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

　
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま

　
せ
ん
の
で
、
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
。

◎
　
今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

　
は

※
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
三
日
ま

　
で
に
転
入
届
を
し
て
、
引
続
い
て

　
白
石
市
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

　
■
ま
た
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

市
外
に
転
出
し
た
人
は
、
市
長
選

　
挙
、
市
議
補
欠
選
挙
は
投
票
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
議
補
欠
選
挙
に
つ
い

　
て
は
、
県
内
転
出
者
も
投
票
で
き

　
ま
す
。

◎
字
を
書
け
な
い
お
年
寄
や
、
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
の
不
自
由
な
人
は

　
　
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
代
理

　
投
票
と
は
、
そ
の
選
挙
人
に
代
っ

　
て
代
理
者
が
投
票
す
る
の
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
選
挙
人
が
直
接
投
票

　
所
に
行
っ
て
代
理
投
票
を
し
た
い

　
旨
を
申
し
出
る
と
、
代
理
投
票
補

　
助
者
が
代
っ
て
書
い
て
く
れ
ま
す
。

◎
　
投
票
日
で
な
く
て
も

　
　
　
　
投
票
で
き
る
で
し
ょ
う
か

　
　
仕
事
の
都
合
や
、
出
張
、
旅
行

　
病
気
な
ど
の
事
情
で
、
投
票
日
に

　
投
票
で
き
な
い
人
は
、
告
示
の
日

　
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

　
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
　
始
め
て
の
有
権
者
の
方
々
に

　
　
　
　
投
票
の
順
序
を
簡
単
に
　
咋

　
　
市
長
選
挙
が
先
で
、
市
議
会
議
治

　
員
補
欠
選
挙
、
県
議
会
議
員
補
欠
燗

　
選
挙
の
順
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
初

　
　
投
票
用
紙
は
、
市
長
選
挙
が
白
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

　
色
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
ピ
年

　
ン
ク
色
、
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
新

　
が
灰
色
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

◎
公
職
選
挙
法
は
難
し
く
、
選
挙
運
日

動
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、
誰
に
も
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

出
来
る
選
挙
運
動
の
方
法
、
注
意
等
4

隙
縫
纏
騰
露

票
日
の
前
日
ま
で
で
あ
り
ま
す
。
誰
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で
も
で
き
る
と
云
っ
て
も
、
国
家
公

務
員
や
地
方
公
務
員
、
そ
の
他
特
定

の
人
は
法
律
で
政
治
活
動
（
選
挙
運

動
も
含
ま
れ
る
）
等
が
制
限
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
誰
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

一
、
検
印
を
受
け
、
ま
た
は
証
紙
を

　
は
っ
た
候
補
者
の
選
挙
運
動
用
ポ

　
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
。

ア
、
候
補
者
や
運
動
員
か
ら
頼
ま
れ

　
て
自
宅
に
掲
示
す
る
こ
と
は
自
由

　
に
出
来
ま
す
。

イ
、
候
補
者
や
運
動
員
か
ら
頼
ま
れ

　
て
知
人
等
の
家
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲

　
示
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
注
意

⑦
　
他
人
の
塀
や
建
物
に
掲
示
す
る

　
と
き
は
、
そ
の
居
住
者
、
管
理
者

　
の
承
諾
を
受
け
て
下
さ
い
。

④
　
公
共
の
建
物
に
は
掲
示
出
来
ま

　
せ
ん
。

◎
公
共
営
造
物
、
橋
り
ょ
う
、
電

　
柱
、
公
営
住
宅
等
に
掲
示
す
る
と

　
き
は
、
管
理
者
の
承
諾
を
受
け
て

　
下
さ
い
。

二
、
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

　
て
知
人
等
に
推
薦
状
を
出
す
こ
と

　
は
出
来
ま
す
。

三
、
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
に
推
薦
人
と
し
て
名
前

　
を
出
す
こ
と
は
出
来
ま
す
。

四
、
法
定
の
新
聞
広
告
に
推
薦
人
と

　
し
て
名
前
を
出
す
こ
と
は
出
来
ま

　
す
。

五
、
個
人
演
説
会
で
応
援
演
説
を
す

　
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

六
、
街
頭
演
説
で
応
援
演
説
を
す
る

　
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
一
定
の
腕

　
章
を
つ
け
て
下
さ
い
。

七
、
幕
間
演
説
を
す
る
こ
と
は
出
来

　
ま
す
。
選
挙
に
関
係
の
な
い
各
種

　
の
会
合
等
で
休
憩
時
間
に
、
ち
ょ

　
っ
と
の
間
を
利
用
し
て
選
挙
運
動

　
の
た
め
の
演
説
を
す
る
こ
と
は
出

　
来
ま
す
。

八
、
電
車
や
バ
ス
の
中
あ
る
い
は
道

　
路
上
で
、
知
人
等
に
出
あ
っ
た
と

　
き
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
投

　
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

九
、
電
話
に
よ
り
投
票
を
依
頼
す
る

　
こ
と
も
出
来
ま
す
。

禁
止
さ
れ
る
選
挙
運
動

、
事
前
運
動

　
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
、
選
挙

運
動
は
、
立
候
補
の
届
出
が
あ
っ

た
日
か
ら
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
前
に
行
う
事
は
事
前
運

動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
前
運
動
と
は
、
立
候
補
の
届

出
前
に
行
う
一
切
の
選
挙
運
動
で

あ
り
、
買
収
や
戸
別
訪
問
等
選
挙

運
動
期
間
中
も
禁
止
さ
せ
る
行
為

は
勿
論
の
事
、
個
々
面
接
と
か
電

話
に
よ
る
選
挙
運
動
の
よ
う
な
選

挙
運
動
期
問
中
な
ら
出
来
る
行
為

　
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
届
出
前
に

　
行
え
ば
事
前
運
動
と
な
り
ま
す
。

二
、
選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動

　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
お
よ

　
び
選
挙
長
は
在
職
中
、
そ
の
関
係

　
区
域
内
で
選
挙
運
動
が
出
来
ま
せ

　
ん
。

三
、
特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動
は
出

　
来
ま
せ
ん
。

四
、
法
令
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
公
務

　
　
員
の
選
挙
運
動
。

ω
　
一
般
職
の
国
家
公
務
員

図
　
一
般
職
の
地
方
公
務
員

鋤
　
地
方
教
育
公
務
員

五
、
公
務
員
等
の
地
位
利
用
の
選
挙

　
運
動
。

六
、
教
育
者
の
地
位
利
用
の
選
挙
運

　
動
。

七
、
未
成
年
者
の
選
挙
運
動
。

八
、
選
挙
犯
罪
に
よ
っ
て
選
挙
権
お

　
よ
び
被
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い

　
る
者
の
選
挙
運
動
。

九
、
構
造
上
開
閉
で
き
る
車
の
上
面
、

　
側
面
、
後
面
を
開
放
の
ま
ま
走
行

　
使
用
す
る
こ
と
。

十
、
湯
茶
お
よ
び
こ
れ
に
伴
い
通
常

　
用
い
ら
れ
る
程
度
の
菓
子
以
外
の

　
飲
食
物
の
提
供
。

士
、
戸
別
訪
問
。

＋
二
、
署
名
運
動
。

＋
三
、
気
勢
を
張
る
行
為
。

＋
四
、
休
憩
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

　
設
備
。

一
五
、
特
定
ま
た
は
匿
名
の
寄
附
。

共
、
候
補
者
の
選
挙
区
内
の
者
に
す

　
る
寄
附
。

‡
、
選
挙
期
日
後
の
当
落
に
関
す
る

　
あ
い
さ
つ
行
為
。

＋
八
、
投
票
当
日
の
選
挙
運
動
。

＋
九
、
個
人
演
説
会
、
立
会
演
説
会
以

外
の
演
説
会
。

一
一
＋
、
第
三
者
の
行
う
合
同
立
会
演
説

　
会
。

一
一
士
、
歩
き
な
が
ら
の
演
説
。

一
一
＋
二
、
夜
間
（
夜
八
時
か
ら
朝
七
時
ま

　
で
）
の
街
頭
演
説
。

一
一
＋
三
、
特
定
の
建
物
お
よ
び
施
設
に
お

　
け
る
演
説
お
よ
び
連
呼
。

一
一
＋
四
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
以
外
の

　
文
書
図
画
の
領
布
。

一
一
圭
、
法
定
の
ポ
ス
タ
ー
、
立
札
、
ち

　
ょ
う
ち
ん
お
よ
び
看
板
の
類
以
外

　
の
文
書
図
画
の
掲
示
。

二
士
ハ
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
、
ネ
オ
ン
サ
イ

　
ン
ま
た
は
電
光
に
よ
る
表
示
、
ス

　
ラ
イ
ド
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
映

　
写
等
。

一
毛
、
演
説
会
場
で
使
用
す
る
立
札
、

　
看
板
等
を
運
搬
中
、
故
意
に
回
覧

　
す
る
こ
と
。

二
＋
八
、
著
述
演
芸
等
の
広
告
そ
の
他
の

　
名
儀
を
も
っ
て
す
る
文
書
図
画
の

　
頒
布
ま
た
は
掲
示
。

二
主
、
見
舞
状
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
似

　
す
る
あ
い
さ
つ
状
の
選
挙
区
内
へ

　
の
頒
布
ま
た
は
掲
示
。

辛
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
を
郵
便

　
に
よ
ら
ず
通
行
人
に
頒
布
す
る
こ

　
と
。

一
壬
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
他
人

　
へ
の
譲
渡
。

一
壬
一
、
選
挙
期
日
後
に
お
け
る
自
筆
の

　
信
書
お
よ
び
答
礼
の
信
書
以
外
の

　
文
書
図
画
の
領
布
ま
た
は
掲
示
。

　
以
上
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運

動
で
す
。
そ
の
他
の
方
法
で
行
う
選

挙
運
動
に
も
種
々
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
尚
、
詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

擾
票

一3一

β露
つ

）

〆

k

春
季
川
干
は
、
四
月
六
日
～
八
日

の
三
日
間
行
い
ま
す
。

辮戦後初の総灘（昭和21年
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ん
ん
ん

　
　
　
　
さ
　
さ
　
さ

　
　
　
　
ヂ
テ
い

戦
　
　
洋
昭
脳

k
u
ら

調
か
　
　
藤
原
室

一
㌧
場
　
佐
栗
小

¢
立

高
の

　
婦
　
ん
ん
ん

価
主
動
賛
諮
終

物
　
癬
や
タ
吉

　
　
　
剖
田
藤
藤

　
　
　
蹄
高
佐
佐

墨
い

　
．
的
畔

　
　
』
、
〆
幽
ヴ

～
　
“
雪驚

娩辞，
垂織、緬

愈
マ

婁、

』
ヴ
ず
翫
「

ワ
蓋
琿
藏
　
運

が
ぎ
ぐ
き

［
』
、
㎏

中
近
東
紛
争
を
契
機
と
す
る
石
油

供
給
削
減
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
物
価

の
高
騰
に
伴
う
物
不
足
に
対
し
て
、

こ
の
物
価
高
か
ら
生
活
を
守
る
主
婦

と
し
て
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
お
る
か
、
ま
た
努
力
さ
れ
て
お

る
か
を
実
例
等
を
テ
ー
マ
ー
に
し
て
、

市
長
を
囲
ん
で
話
し
あ
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
尚
本
日
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
方
は
、
県
で
委
嘱
し
て
お
る

物
価
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち
か
ら
お
い
で

頂
き
ま
し
た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

市
長
醒
物
不
足
に
よ
る
物
価
高
騰
に

　
つ
い
て
、
ご
家
庭
の
主
婦
の
皆
さ

ん
が
、
如
何
な
る
心
構
え
で
、
そ

れ
に
対
処
し
て
い
る
か
、
市
内
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
婦
人

欝

灘翼

を
代
表

し
て
皆

さ
ん
の

お
考
え

を
お
伺

い
い
た

し
ま
す
。

A
阿
物
価

モ
ニ
タ

ー
と
し

て
気
の

つ
い
た

占
…
を
市

長
さ
ん

に
お
伺

　
間
に
わ
た
っ
て
モ
ニ
タ
ー
行
政
に

　
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
他
市

　
と
比
較
し
た
場
合
、
白
石
の
生
活

　
物
資
の
価
格
が
高
い
方
に
位
し
て

　
い
る
が
、
市
長
さ
ん
の
お
力
で
、

　
何
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

　
か
。

市
長
”
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
行

　
政
の
強
力
な
指
導
が
必
要
な
こ
と

　
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
長
が
直
接
事
業
（
商
店
）
経
営

　
に
タ
ッ
チ
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
商

工
会
議
所
等
の
ご
協
力
を
得
て
、

善
処
す
る
よ
う
各
商
店
に
呼
び
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

B
”
衣
料
品
の
異
状
な
値
上
り
に
よ
ー
ー

る
、
さ
さ
や
か
な
抵
抗
と
し
て
・
曲

二
、
三
年
前
の
を
着
用
し
て
、
出
一
触

来
る
だ
け
流
行
は
追
わ
な
い
よ
う
庶

に
し
て
お
り
、
現
在
あ
る
も
の
を
譜

最
大
限
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
一
㎝

C
U
物
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
不
粕

用
に
な
っ
た
品
物
を
再
利
用
す
る
一
嚇

た
め
、
白
石
市
消
費
者
の
会
が
中

心
に
な
っ
て
、
　
“
不
用
品
活
用
会
豪

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
回
を
重
ね
海

る
ご
と
に
参
加
点
数
も
利
用
者
も
噸
触

増
え
て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
、
酬

市
民
の
方
々
の
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
益
金
を
歳
末
琳

助
け
あ
い
に
ご
寄
附
い
た
し
ま
し
・
、

た
。

力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
活
用
を
私
か
ら

も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

D
背
紙
不
足
と
ゴ
ミ
減
量
に
対
処
す

る
た
め
に
“
ノ
ー
包
装
”
運
動
に

協
力
し
、
袋
や
カ
ゴ
を
持
っ
て
買

物
に
行
く
よ
う
な
方
法
は
如
何
か

し
ら
、
こ
れ
と
他
市
と
の
比
較
し

た
物
資
の
小
売
価
格
を
表
示
し
て
、

広
報
し
ろ
い
し
に
掲
載
し
て
く
だ

さ
い
。

市
長
阿
血
の
通
っ
た
行
政
と
し
て
、

市
民
の
た
め
に
大
い
に
P
R
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
早

速
広
報
し
ろ
い
し
に
取
り
あ
げ
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

E
”
私
達
主
婦
は
生
活
の
防
衛
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
市
の
行
政
指

導
を
よ
り
積
極
的
に
す
す
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
”
各
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
当
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
よ
う
な

有
意
義
な
会
を
数
多
く
も
っ
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を

お
伺
し
て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
物
価
対
策
に
、
又
市
政

に
反
映
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

4

　
保
険
証
は
、
国
保
の
加
入
手
続
を

’
す
る
と
、
す
ぐ
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

、
こ
れ
は
、
あ
な
た
が
国
保
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
で

ミ
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

顧
の
、
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
【
枚

4
　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
し
か
交

ρ
付
し
ま
せ
ん
が
、
出
稼
ぎ
や
修
学
の

た
め
に
家
を
離
れ
て
暮
ら
す
と
き
は

細
別
に
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
保
険
証
の
検
認

’
師
　
毎
年
四
月
（
別
途
通
知
）
に
被
保

曲
険
者
の
資
格
を
確
認
す
る
た
め
検
認

く
だ
さ
い
。
又
出
稼
ぎ
の
た
め
交
付
w
恥

さ
れ
て
い
る
保
険
証
も
検
認
を
受
け
烈

て
く
だ
さ
い
。

検
認
を
受
け
な
い
と
、
無
効
に
な
畔

り
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
Ψ
ー

必
ず
検
認
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
は
大
切
に
●
●
・
・
　
　
商
加

保
険
証
は
、
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
駒
参

次
の
こ
と
を
肇
め
て
、
馨
し
て
蘭

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

①
記
載
内
容
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
轟
ソ

②
内
容
に
変
更
あ
る
と
蔭
、
自
分
諺

で
記
入
し
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン

③
治
療
が
済
ん
だ
ら
、
手
も
と
に
大
渇
卜

切
に
保
管
し
て
く
だ
き
い
。
　
　
　
［
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
ボ 田中茂樹選手優勝（昭和26年

醗
市
鎌
饗
轟
織
鵬
繍
鵬
購
鰐
騨
㎜
　

No．176し広報しろ4

“
幼
児
と
小
学
生
の
事
故
防
止
”

　
　
　
春
の
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

檎
＼
『

ロ
　
ヘ

ド

懸翻こ

ヤの　　　　キ

乱
毎

、
4
”
＼
θ

欝
、

蕩
の

よ
わ
｝

　
　
　
　
、
θ
亀

／〆　d
遜
、
甥

逝

＼
、

㌧＼

O
、

　幼児と小学生の事故防止を運動の重点目
標とした略春の全国交通安全運動が、くり
ひろげられます。

　実施期間　昭和49年4月6日（土）

　　　　　　　　～4月15日（月）まで
負傷者

153
193
－40

死者
12

発生件数

　132
　149
　－17

昭和48年
昭和47年
　比較

　
鉾
市

安
団

嫡
日
石

国
6

全
姐
白

翻

　　方じ較　　 一17　　十1　－40
※幼児、小学生、老人にとび出し事故のな
　いように注意する。
※自転車の安全な乗り方を身につけさせる。
※自動車運転者は安全運転を励行すること。

　家族、市民、総ぐるみで交通事故防止に

　　　　　　　　協力しましょう。
　の　　の

悔摘由臥tお鏑慨おt・ぬわ量卯“
　　み人な〃、み南〃、

ま
ω

　
　
　
　
ヨ

，除」。ヤニし5此診67￥ま」σ｛吻

そ弟汐｛　カ、（一ら，‘iηと六ヤ・ワ．医言雲去℃・ツt

叫ル謬徳角肋」ん配
f蓬

岱・ワ毛峯（／　国脅和つ・賄‡融

　　　　　一】十日
　“内t｛《’3
　　　乖児帯・ば≠ρ人

　　　声藪岬グ遡
　　　翻よ．もろん神曜在9
　　　涛睾ヴ享重の7一・レ｛あ」

　　、ひrく‘みκ亥7地ろう，

O●O●（一醤〕〕〕〕一

5灘白石市の人・3月・日現在9・8・2世帯男2…77へ女2L312人計4i、389人
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（
（

へ
（

お
麺
ら
せ

圓
（
内
線
二
九
〇
番
）

　
妊
　
婦
　
相
　
談

該
当
者
　
3
月
届
出
の
者

日
　
時
　
4
月
9
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
三
カ
月
児
検
診

該
当
者

地対日

区象時

場
　
所

12

月
1
日
～
1
2
月
31
日

ま
で
の
出
生
者

4
月
4
日
　
越
河
・
斎
川

　
大
平
・
大
鷹
沢
・
白
川

　
福
岡
・
小
原

4
月
11
日
　
白
石
地
区

午
後
1
時

自
石
保
健
所

　
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
1
0
月
出
生
者

日
時
4
月
1
8
日
臼
石
地
区

対
象
4
月
2
5
日
越
河
・
斎
川

地
区

大
平
曾
大
鷹
沢
巳
白
川

　
　
　
　
　
福
岡
・
小
原
地
区

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
一
一
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
3
月
出
生
者

日
　
時
　
4
月
1
0
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
45
年
麺
月
1
臼
～

　
　
　
　
31
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
4
月
2
3
日
午
後
12
時
3
0

　
　
　
　
～
1
時
ま
で
受
付

場
所
自
石
保
健
所

　
一
國
閣
圏
囹
国
四
（
内
線
三
一
七
番
）

　
自
石
市
奨
学
生
募
集

　
市
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る

者
の
子
弟
で
、
高
等
学
校
以
上
の
学

校
ま
た
は
同
等
の
学
校
に
在
学
す
る

学
術
優
秀
、
品
行
方
正
、
心
身
と
も

に
健
全
で
、
経
済
的
な
事
由
に
よ
り

学
資
の
支
弁
が
困
難
な
学
生
を
対
象

に
奨
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
集
　
人
　
員

高
　
校
　
生
　
　
六
名
以
内

大
　
学
　
生
　
　
七
名
以
内

　
奨
学
資
金
の
額

高
校
生
（
月
額
）
　
五
、
O
O
O
円

大
学
生
（
月
額
）
一
〇
、
O
O
O
円

　
奨
学
資
金
の
返
還

　
貸
付
期
間
満
了
の
六
カ
月
後
か
ら

月
賦
均
等
償
還
の
方
法
に
よ
り
、
貸

付
け
を
受
け
た
期
間
の
二
倍
の
期
間

内
に
償
還
し
ま
す
。

　
申
請
の
手
続

　
本
事
務
局
に
申
請
書
の
用
紙
が
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。
学
校
長
の
推
せ

ん
書
を
添
え
て
四
月
末
日
ま
で
に
。

　
團
（
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
　
時
　
4
月
5
日
　
1
5
日
　
2
5
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

、
場
　
所
　
自
石
市
役
所

　
高
令
者
職
業
紹
介
相
談

日
時
4
月
2
日
1
6
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
　
所
　
白
石
市
役
所
内

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

魍
（
⑥
三
〇
〇
四
番
）

　
新
し
い
図
書
館
へ
引
越
し

　
　
四
月
は
休
館
い
た
し
ま
す

　
待
望
の
近
代
的
図
書
館
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
新
館
へ
の
移
転
業
務

の
た
め
、
左
記
期
間
休
館
と
い
た
し

ま
す
。

休
館
期
間
壷
朋
三
苗

闊
團
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
4
月
13
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
所
　
自
石
市
民
会
館

國
（
内
線
二
九
九
番
）

　
発
行
と
編
集
計
画
を

　
　
【
部
あ
ら
た
め
月
二
回
発
行

　
広
報
し
ろ
い
し
を
総
務
課
で
担
当

し
て
一
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
と
す
る

た
め
に
、
発
行
と
編
集
内
容
を
一
部

あ
ら
た
め
ま
す
。
よ
り
以
上
み
な
さ

ま
の
ご
助
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
し
ろ
い
し
　
一
　
日
発
行

お
知
ら
せ
版
　
　
十
五
日
発
行

圃
広
報
し
ろ
い
し
に
新
し

く
“
市
民
の
ひ
ろ
ば
”
　
“
街
の
話
題

〃
文
化
財
を
た
ず
ね
て
〃
を
五
月
号

よ
り
掲
載
し
ま
す
。

開
間
團
閣
幽
市
民
の
声
を
と
り

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
質
問
、
意

見
、
要
望
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
投
書
に
は
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

あ
て
先
刃
自
石
市
字
桜
小
跨
一
一
十
五

　
　
　
8
9
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係

　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ク
ダ
ン
ス

閾
閾
閲
回
■
國
囮
（
⑤
三
六
六
〇
番
）
ピ
ン
ポ
ン

4
月
の
行
事

固定資痙税台帳縦覧

日　時　昭和49年4月1日

　　　　　　～4月20日

　　　午前8時30分～午後5時

場所自石市役所税務課

231916952
日日日日日日

書民盆書民盆
道謡栽道謡栽

※
盆
栽
は
菊
作
り
、

　
し
ま
す
。

華
道
　
茶
道

謡
曲
詩
吟

囲
碁
　
将
棋

華
道
　
茶
道

謡
曲
　
詩
吟

囲
碁
　
将
棋

　
　
五
葉
松
作
り
を

團
國
（
⑤
三
七
一
一
。
番
）

　
　
4
月
の
行
事

一
日
本
舞
踊

郎
茶
道
裏
千
家

一
料
　
　
理

恥
華
道
・
池
坊

触
華
道
小
原
流

一
ギ
タ
i

恥
和
　
　
　
栽

｛
剣
　
　
道

1
日
8
日
1
5
日
2
2
日

2
日
9
日
1
6
日
2
3
日

2
日
9
日
1
6
日
23
日

4
日
n
日
1
8
日
肪
日

5
日
12
日
19
日
2
6
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

1
日
5
日
8
日
1
2
日

15

日
1
9
日
22
日
2
6
日

ス
イ
ト
ピ
ー

民
　
　
　
謡

着
付
講
習
会

9
日
1
6
日
2
3
日
30
日

18

日
2
3
日
2
5
日
3
0
日

4
日
11
日
1
8
日
2
5
日

5
日
1
2
日
19
日
2
6
日

6
日
1
3
日
20
日
2
7
日

医

　科

番

外

当

科

日

五

休

曜日月

刈田病院⑤2145

朝倉病院⑤2101

刈田病院⑤2145

銭谷医院⑤2010

宮城医院⑤2062

亘理医院⑤2355

柿崎医院⑤2210

大沼医院⑤2502

笛　医院⑤2410

水野医院⑤2735

日
日
日
日
祝

7
1
4
2

1
2
8
2
9

4


